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1-1 1章で学ぶこと
• 1章で取り上げる研究

• 林創・山田剛史（2012）. リサーチリテラシーの育成による批
判的思考態度の向上―「書く力」と「データ分析力」を中心に
京都大学高等教育研究, 18, 41‐51.

• リサーチリテラシー（研究遂行に必要な基礎能力）を育成す
る授業実践の効果の検討を実施

• 授業の前後（2週間）で批判的思考態度尺度（平山・楠見, 
2004）を測定

• 対象群：批判的志向の向上に着目した3回生向けのゼミの出席者

• 統制群：3回生向けの講義の出席者

• ゼミに参加した学生のみ，批判的思考態度の向上が見られ
た
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1-2 本書全体の構成
•各章で１つの研究を例として取り上げ、研究を紹介して
いく
1. 研究の目的

2. 具体的なデータ収集の手続き
3. Rによるデータ分析

4. 研究のまとめ

•北大路書房のサイトに、本書で扱っている分析のサン
プルデータとRスクリプトが提供されている
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1-3 研究の目的
• リサーチリテラシー：調査をはじめ、研究を遂行するた
めに必要な基礎的能力（山田・林, 2011）

• 聞く力
• 課題発見力
• 情報収集力
• 情報整理力
• 読む力
• 書く力
• データ分析力
• プレゼンテーション力
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「書く力」「データ分析力」に焦点を当て
たリサーチリテラシーの育成を行うこと
で、批判的思考態度が向上するか（目

的１）

リサーチリテラシーを学ぶ前の学生は、大
学のレポートや批判的思考についてどのよ
うな意識を持っているのか（目的２）



1-4 具体的なデータ収集の手続き
ゼミ受講生

•著者らのゼミ生19人
ゼミ非受講生

•他の講義を受講してい
る同学部・同学年の学
生47人
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批判的思考態度尺度測定
（事前説明会）

事前課題への取り組み
（書く力・データ分析力課題）

ゼミの実施

批判的思考態度尺度測定

テキスト配布、課題の
解答を例示、全員で議
論しながらリサーチリテ
ラシーの重要性を指導

批判的思考態度尺度測定

批判的思考態度尺度測定

1-4 具体的なデータ収集の手続き
•批判的思考態度尺度（平山・楠見, 2004）短縮版

• 自分の推論過程を意識的に吟味する反省的な思考（平山・
楠見, 2004）

• ４つの下位尺度から構成される
• 論理的思考への自覚（5項目）
• 探究心（5項目）
• 客観性（5項目）
• 証拠の重視（3項目）

• 5件法での回答（1: あてはまらない～5: あてはまる）
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1-4 具体的なデータ収集の手続き
• 批判的思考態度尺度（平山・楠見, 2004）短縮版（18項目）

• R1:考えをまとめることが得意だ

• R2:複雑な問題について順序立てて考えることが得意だ

• R3:物事を正確に考えることに自信がある

• R4:誰もが納得できるような説明をすることができる

• R5:何か複雑な問題を考えると、混乱してしまう

• T1:いろいろな考え方の人と接して多くのことを学びたい

• T2:外国人がどのように考えるかを勉強することは、意義のあることだと思う

• T3:障害にわたり新しいことを学びつづけたいと思う

• T4:自分とは違う考え方の人に興味をもつ

• T5:さまざまな文化について学びたいと思う

• K1:一つ二つの立場だけではなく、できるだけ多くの立場から考えようとする

• K2:自分が無意識のうちに偏った見方をしていないか振り返るようにしている

• K3:物事を決めるときには、客観的な態度を心がける

• K4:物事を見るときに自分の立場からしか見ない

• K5:いつも偏りのない判断をしようとする

• S1:判断をくだす際は、できるだけ多くの事実や証拠を調べる

• S2:結論をくだす場合には、確たる証拠の有無にこだわる

• S3:何事も、少しも疑わずに信じ込んだりはしない
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1-5 Rによるデータ分析
• 「crithin.csv」
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参加者ID

ゼミ受講生か否か
受講生=1,
非受講生=2

各尺度項目への回答
頭のアルファベットは下位尺度内容（例：r = 

論理的思考の自覚）、数字は項目番号
（1~5）、最後のアルファベットは測定時期（a 

= 1回目、b = 2回目）を表す



分析の前に…
初回なので、Rについての基本的な話をまとめました

参考文献：青木繁伸 (2009). Rによる統計解析. オーム社
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Rの基本

10

プロンプト：この後に、様々な関数を記述す
る



Rの基本
•四則演算
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Rの基本
•平方根の計算
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sqrt(): 平方根を求める関数



Rの基本
• Cという関数によってある変数内にデータを収納できる
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ageという変数内に23歳、22歳、
21歳、20歳、30歳の5人のデータ

が収納されているイメージ

Rの基本
•変数名を入力して、収納されているデータを確認
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Rの基本
•変数内にあるデータの平均値を求める
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mean(): 括弧内の変数に含まれた

データの平均値を求める関数

Rの基本
•複数の変数を対応付ける
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それぞれの変数内のデータを
対応付ける



Rの基本
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Rの基本
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Rの基本

19

Enterを押しても実行されないが、
カーソルを合わせてctl+Rを押すこと
で、R Console上で実行される

テキストに戻ります
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1-5-1 データファイルの読み込み
• read.csv関数を用いてデータを読み込む
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1-5-1 データファイルの読み込み
• head関数を用いて最初の数行を表示してみる
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「#」以下はただのコメントで、関数の

実行とは無関係



1-5-2 各変数の基本統計量
• describe関数を使って基本統計量を算出してみましょう
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1-5-2 各変数の基本統計量
• describe関数を使って基本統計量を算出してみましょう
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Rに最初からインストールされていない

関数はダウンロードしないと使えない



1-5-2 各変数の基本統計量
•パッケージ（関数が一式入ったもの）をインストール
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1-5-2 各変数の基本統計量
• インストールしたパッケージを読み込む（毎回必要）
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1-5-2 各変数の基本統計量
• describe関数を使って基本統計量を算出してみましょう
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1-5-2 各変数の基本統計量
• describe関数を使って基本統計量を算出してみましょう
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データ数、平均、標準偏差、中央値、最小値、最大
値、範囲、歪度、尖度、標準誤差が算出される



1-5-2 各変数の基本統計量
• describeBy関数でグループ毎の統計量を算出
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受講生の基本統計量が算出されている

1-5-3 α係数と尺度得点の算出
•下位尺度のα係数（信頼性の指標）を算出する
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Crithinの3つ目から7つ目の変数という意

味

素点によるα係数

各項目を削除した時のα係
数



1-5-3 α係数と尺度得点の算出
•下位尺度のα係数（信頼性の指標）を算出する
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表．批判的思考態度尺度のα係数

1回目 2回目
論理的思考への自覚 0.8 0.8
探究心 0.82 0.83
客観性 0.87 0.85
証拠の重視 0.66 0.62
18項目の合計 0.86 0.89

やや低いが項目数（3項目）

を考えるとやむを得ないか

1-5-3 α係数と尺度得点の算出
•尺度得点の算出
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Crithin内にronri.aという変数を作

成して収納する

3つ目から7つ目の変数の平均
(r1a+r2a+r3a+r4a+r5a)/5でも可能
（その場合後述のattach関数が必

要）

括弧でくくることで、実
行結果を出力できる



1-5-3 α係数と尺度得点の算出
•尺度得点の算出

• コピペして実行してください…
• crithin$tankyu.a <‐ rowMeans(crithin[c(8:12)])

• crithin$kyakkan.a <‐ rowMeans(crithin[c(13:17)])

• crithin$shoko.a <‐ rowMeans(crithin[c(18:20)])

• crithin$taido.a <‐ rowMeans(crithin[c(3:20)])

• crithin$ronri.b <‐ rowMeans(crithin[c(21:25)])

• crithin$tankyu.b <‐ rowMeans(crithin[c(26:30)])

• crithin$kyakkan.b <‐ rowMeans(crithin[c(31:35)])

• crithin$shoko.b <‐ rowMeans(crithin[c(36:38)])

• crithin$taido.b <‐ rowMeans(crithin[c(21:38)])
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1-5-3 α係数と尺度得点の算出
•差得点（2回目‐1回目）の算出

34

ronri.bからronri.aを引いたもの

attach関数を使わないと、どのデータ

セットの変数を使用するかをいちいち
書かなくてはならない（例：

crithin$ronri.b）



1-5-3 α係数と尺度得点の算出
•差得点（2回目‐1回目）の算出

• コピペして実行してください…
• crithin$tankyu.diff <‐ tankyu.b ‐ tankyu.a

• crithin$kyakkan.diff <‐ kyakkan.b ‐ kyakkan.a

• crithin$shoko.diff <‐ shoko.b ‐ shoko.a

• crithin$taido.diff <‐ taido.b ‐ taido.a
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1-5-3 α係数と尺度得点の算出
•作成した尺度の確認

36

作成した尺度がcrithin内に入ってい

ることが確認できる



1-5-4 尺度得点のヒストグラム
• ヒストグラムをチェックする

• par(mfrow=c(2,2))

• hist(taido.a[class==1])

• hist(taido.b[class==1])

• hist(taido.a[class==2])

• hist(taido.b[class==2])
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画面を2×2に分割

1-5-4 尺度得点のヒストグラム
• ヒストグラムをチェックする

• par(mfrow=c(2,2))

• hist(taido.a[class==1], xlim=c(1,5))

• hist(taido.b[class==1], xlim=c(1,5))

• hist(taido.a[class==2], xlim=c(1,5))

• hist(taido.b[class==2], xlim=c(1,5))

• dev.off()
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クラス1（受講生）で得点が平均的

に上がっていそうだということがわ
かる

横軸を1~5に揃える



1-5-5 尺度得点の基本統計量
•尺度得点の変数のみを指定して基本統計量を算出
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1-5-5 尺度得点の基本統計量
• グループ毎の基本統計量をみるためにはdescribeBy
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1-5-6 独立な2群のt検定
•尺度得点の変化量に群間で有意な差があるか調べる
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1-5-6 独立な2群のt検定
•尺度得点の変化量に群間で有意な差があるか調べる

42

t値、自由度、p値が出力されてい

る



1-5-6 独立な2群のt検定
•尺度得点の変化量に群間で有意な差があるか調べる

• t.test(ronri.diff~class, var.equal=TRUE)

• t.test(tankyu.diff~class, var.equal=TRUE)

• t.test(kyakkan.diff~class, var.equal=TRUE)

• t.test(shoko.diff~class, var.equal=TRUE)

• t.test(taido.diff~class, var.equal=TRUE)
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1-6 研究のまとめ
•全ての尺度で変化量に有意な差が見られた
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表．批判的思考態度尺度得点の平均

受講生 非受講生

1回目 2回目 変化量 1回目 2回目 変化量

論理的思考への自覚 2.48 2.82 0.34 2.77 2.81 0.04
探究心 4.11 4.4 0.29 3.99 4.01 0.02

客観性 3.31 4.07 0.77 3.75 3.77 0.02

証拠の重視 3.09 3.84 0.75 3.48 3.67 0.2

18項目の合計 3.26 3.78 0.51 3.5 3.55 0.06

合同ゼミでの学習が批判的思考態度尺度得点の上昇に寄与したと考えられる



1-7 この研究についてひとこと
•論文には量的データの分析だけでなく、質的データの
分析も掲載されている
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1-8 1章で学んだこと
•平山・楠見 (2004) の批判的思考態度尺度

• Psychパッケージ

•α係数の算出（alpha関数）

•基本統計量の算出（describe関数）

•属性ごとの基本統計量の算出（describeBy関数）

• ヒストグラムの描写（hist関数）

•独立な２群のt検定（t.test関数）
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第１章の後のお話
効果量について
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その後の話
• t検定の結果、全ての尺度で変化量に有意な差が見ら
れた
→合同ゼミでの学習が批判的思考態度尺度得点の上昇に寄
与した

48

どのくらい？



その後の話

•統計的仮説検定では、効果があるのかないのかという
ことしかわからない

• 「有意だった」「有意ではなかった」
• より正確には、帰無仮説（効果がまったくないという仮説）が
正しいという仮定の下で、手元の検定統計量が得られる確
率が5%（あるいは1%, 0.1%）以下ということ
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その後の話

•統計的仮説検定では、効果があるのかないのかという
ことしかわからない

• 「有意だった」「有意ではなかった」
• より正確には、帰無仮説（効果がまったくないという仮説）が
正しいという仮定の下で、手元の検定統計量が得られる確
率が5%（あるいは1%, 0.1%）以下ということ
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検定統計量の大きさを見れば、
効果の大きさがわかるのか？



その後の話
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標本サイズの関
数

効果量の関
数

その後の話
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標本分散

不偏分散



その後の話
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その後の話

•効果の大きさがわかった！

• どのように解釈すればよいのか
• Cohen.ES関数を使うと、Cohen (1988) による効果量の
大きさ判断の目安がわかる

• t検定の効果量については、.20で小、.50で中、.80で大とされ
ている

• Cohen.ES関数を使うためには“pwr”パッケージのダウンロー
ドが必要

• 分野によって効果量の実質的な意味は変わりうるのであくま
で目安

• 同じ分野の先行研究との比較によって、当該研究の効果の
実質的な意味を適切に判断する必要がある
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その後の話
• SPSSやANOVA4でt検定を行い、その出力を元に効果量
を計算することもできる

• 効果量を算出してくれるエクセルファイルもある

• ただし、その場合、統計ソフトが出力してくれたSDが標
本分散なのか不偏分散なのか、注意する必要がある

• SPSSでは不偏分散だが、ANOVA4では標本分散を出力
する模様
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